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（百万円未満切捨て）

1. 平成30年3月期第2四半期の業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 2,102 8.0 360 5.9 368 4.1 247 0.2

29年3月期第2四半期 1,946 16.4 340 16.1 353 15.4 246 22.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 29.92 ―

29年3月期第2四半期 29.85 ―

（注）当社は、平成29年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、
「１株当たり四半期純利益」を算定しております。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 7,105 6,095 85.8

29年3月期 6,849 5,964 87.1

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 6,095百万円 29年3月期 5,964百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 28.00 ― 28.00 56.00

30年3月期 ― 14.00

30年3月期（予想） ― 14.00 28.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）当社は、平成29年４月１日付で普通株式１株につき２株の分割で株式分割を行っております。平成29年３月期については当該株式分割前の実際の配当金
の額を記載しております。

3. 平成30年 3月期の業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,100 1.4 630 △10.7 650 △10.9 440 △15.7 53.26

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 8,261,600 株 29年3月期 8,261,600 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 0 株 29年3月期 0 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 8,261,600 株 29年3月期2Q 8,261,600 株

（注）当社は、平成29年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し
て、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１） 経営成績に関する説明 
 

① 売上高 

平成30年３月期第２四半期（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）は、中核商品である「Ｘ

ＮＥＴサービス」の売上高が2,079百万円（前年同期比7.1％増）となり、機器販売等を含めた売上高は

2,102百万円（前年同期比8.0％増）となりました。 

「ＸＮＥＴサービス」は第１四半期に引き続き、アプリケーションサービス、ＡＭＯサービスとも堅

調に推移しております。 

アプリケーションサービスについては、個人向け信託を中心とした地方銀行への新規導入や、既存顧

客に対するスチュワードシップ・ソリューション（議決権行使管理システム）等のサブシステムの導入

などにより、サービス利用契約額が増加しております。 

ＡＭＯサービスについても、生損保顧客の国際会計基準（ＩＦＲＳ）へのシステム対応案件などを中

心に、安定的に受注を継続しております。これは、国内におけるIT人材が不足する中で、顧客企業の情

報システム部門においても同様に人材が不足していることが背景の一つと考えております。 

また、当年度より大口案件のサービス開始があったＳＯサービス（旧ＢＰＯサービス）についても継

続的な収益の獲得に寄与し、今後も拡大が見込まれます。 

機器販売等の売上高は22百万円（前年同期比323.0％増）となりました。 

売上高の内訳は以下の通りです。 
 

品 目 

平成 29 年３月期 

第 ２ 四 半 期 

平成 30 年３月期 

第 ２ 四 半 期 

金額 構成比 金額 構成比 前年同期比 

ＸＮＥＴサービス 
百万円 

1,941 

％ 

99.7 

百万円 

2,079 

％ 

98.9 

％ 

7.1 

機器販売等 5 0.3 22 1.1 323.0 

合 計 1,946 100.0 2,102 100.0 8.0 
 

② 営業利益、経常利益、四半期純利益 

当第２四半期の利益は、営業利益360百万円（前年同期比5.9％増）、経常利益368百万円（前年同期比

4.1％増）となりました。 

平成29年７月27日発表の第１四半期決算短信における記載のとおり、第１四半期においては高利益率

のＡＭＯサービス案件の売上計上により前期比大幅増益となりましたが、第２四半期会計期間（平成29

年７月１日から平成29年９月30日まで）においては、ＡＭＯサービスを含めたＸＮＥＴサービス全体の

利益率は平均的な水準となり、また、ＸＮＥＴアプリケーションへの開発投資による償却負担の増加も

あることから、第１四半期と比較し増益幅は低下しております。 

第３四半期以降においては、第２四半期会計期間と同程度の利益水準で推移すると見込んでおり、通

期においては前期比減益を見込んでおります。 

四半期純利益については247百万円（前年同期比0.2％増）となりました。営業利益、経常利益と比較

して増益率が低い理由は、平成29年３月期において適用された生産性向上設備投資促進税制等が、当期

においては適用が見込まれないことによるものです。 
 

（２） 財政状態に関する説明 
 

当第２四半期末の総資産は、主に有価証券が減少したものの、ソフトウェアの増加により前期末比255百万円

増の7,105百万円となりました。負債につきましては、主に未払法人税等の増加により前期末比124百万円増の

1,009百万円となりました。純資産は繰越利益剰余金の増加により前期末比131百万円増の6,095百万円となり、

自己資本比率は85.8％（前期末87.1％）となりました。 
 

（３） 業績予想などの将来予測情報に関する説明 
 

当第２四半期の経営成績は、概ね予想通りの水準となり、今後も予想通りの水準を達成すると見ております。 

この結果、平成30年３月期の業績予想は、平成29年４月28日発表の決算短信記載の業績予想数値から変更し

ておりません。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,139,233 1,154,259 

売掛金 251,988 316,553 

有価証券 302,945 200,000 

仕掛品 24,301 32,109 

前払費用 13,712 19,708 

繰延税金資産 45,260 45,730 

関係会社預け金 1,544,783 1,557,554 

その他 12,405 9,933 

貸倒引当金 △3,956 △4,969 

流動資産合計 3,330,672 3,330,879 

固定資産    

有形固定資産    

建物 36,369 44,600 

減価償却累計額 △21,278 △22,180 

建物（純額） 15,091 22,420 

工具、器具及び備品 104,029 118,292 

減価償却累計額 △95,938 △98,105 

工具、器具及び備品（純額） 8,090 20,186 

有形固定資産合計 23,182 42,606 

無形固定資産    

ソフトウエア 1,143,597 1,321,297 

ソフトウエア仮勘定 259,423 304,782 

電話加入権 993 993 

無形固定資産合計 1,404,013 1,627,073 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,823,701 1,820,849 

敷金及び保証金 150,532 159,966 

繰延税金資産 117,680 124,260 

投資その他の資産合計 2,091,913 2,105,076 

固定資産合計 3,519,109 3,774,756 

資産合計 6,849,782 7,105,635 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 716 20,076 

未払金 220,778 213,756 

未払費用 21,471 21,710 

未払法人税等 116,429 145,324 

未払消費税等 22,858 30,464 

前受金 4,212 4,461 

預り金 14,397 28,214 

賞与引当金 103,443 105,818 

役員賞与引当金 - 13,150 

その他 4 16,400 

流動負債合計 504,312 599,378 

固定負債    

退職給付引当金 377,316 403,764 

資産除去債務 3,768 6,604 

固定負債合計 381,084 410,368 

負債合計 885,396 1,009,747 

純資産の部    

株主資本    

資本金 783,200 783,200 

資本剰余金    

資本準備金 1,461,260 1,461,260 

資本剰余金合計 1,461,260 1,461,260 

利益剰余金    

利益準備金 17,397 17,397 

その他利益剰余金    

繰越利益剰余金 3,702,528 3,834,030 

利益剰余金合計 3,719,925 3,851,428 

株主資本合計 5,964,385 6,095,888 

純資産合計 5,964,385 6,095,888 

負債純資産合計 6,849,782 7,105,635 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高    

役務収益 1,941,191 2,079,870 

商品売上高 5,395 22,825 

売上高合計 1,946,586 2,102,696 

売上原価    

役務原価 1,385,358 1,506,109 

商品売上原価    

商品期首たな卸高 - - 

当期商品仕入高 3,598 20,586 

合計 3,598 20,586 

商品期末たな卸高 170 - 

商品売上原価 3,427 20,586 

売上原価合計 1,388,786 1,526,696 

売上総利益 557,800 575,999 

販売費及び一般管理費    

業務委託費 19,085 20,095 

給料及び手当 100,284 99,020 

賞与引当金繰入額 3,145 3,484 

役員賞与引当金繰入額 10,098 12,249 

退職給付費用 2,960 1,296 

法定福利費 8,112 9,322 

賃借料 6,164 6,164 

支払手数料 35,000 30,876 

貸倒引当金繰入額 △616 1,013 

その他 32,812 31,770 

販売費及び一般管理費合計 217,048 215,294 

営業利益 340,752 360,704 

営業外収益    

受取利息 1,912 1,042 

有価証券利息 9,978 6,234 

雑収入 773 82 

営業外収益合計 12,664 7,359 

経常利益 353,416 368,064 

税引前四半期純利益 353,416 368,064 

法人税、住民税及び事業税 105,060 127,950 

法人税等調整額 1,740 △7,050 

法人税等合計 106,800 120,900 

四半期純利益 246,616 247,164 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

営業収入 1,976,378 2,038,379 

原材料又は商品の仕入れによる支出 △13,082 △1,226 

未払消費税等の増減額（△は減少） △22,546 7,606 

人件費の支出 △783,014 △792,518 

外注費の支出 △407,404 △446,911 

その他の営業支出 △214,502 △232,122 

小計 535,827 573,206 

利息及び配当金の受取額 16,687 15,482 

法人税等の支払額 △162,000 △93,345 

営業活動によるキャッシュ・フロー 390,513 495,342 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の償還による収入 - 300,000 

有形固定資産の取得による支出 △2,656 △7,815 

無形固定資産の取得による支出 △360,487 △434,810 

投資有価証券の取得による支出 △200,000 △200,000 

敷金及び保証金の差入による支出 - △9,434 

定期預金の預入による支出 △20,004 △20,008 

定期預金の払戻による収入 170,001 20,006 

関係会社預け金の預入による支出 △10,892 △12,771 

投資活動によるキャッシュ・フロー △424,038 △364,833 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △115,473 △115,485 

財務活動によるキャッシュ・フロー △115,473 △115,485 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △148,997 15,023 

現金及び現金同等物の期首残高 853,260 1,019,206 

現金及び現金同等物の四半期末残高 704,262 1,034,230 
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（４） 四半期財務諸表に関する注記事項 
 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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